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着
任
し
て
早
々
、
教
育
研
究
所
内

会
議
に
参
加
し
た
。
研
究
所
に
は
、

私
が
教
員
・
指
導
主
事
時
代
に
多
々

教
え
を
い
た
だ
い
た
三
名
の
先
輩
方

が
専
門
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。

　
盛
岡
市
に
お
い
て
も
教
育
を
巡
る

状
況
の
変
化
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
増
し

て
お
り
、
盛
岡
市
教
育
振
興
基
本
計

画（
二
〇
二
五
～
二
〇
二
九
）
を
踏

ま
え
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
の
増
加
と
多
様

化
、
情
報
化
等
の
社
会
的
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
施
策
が
進
め
ら
れ

る
。こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
を
踏
ま
え
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」「
不
登
校
対
策
」

「
特
別
支
援
教
育
」
に
つ
い
て
専
門

研
究
員
に
よ
る
調
査
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
会
議
で
は
、
昨
年
度
の

成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の

研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
活
発
な
協

議
が
な
さ
れ
て
い
た
。
調
査
研
究
へ

の
期
待
と
と
も
に
研
究
所
長
と
し
て

身
が
引
き
締
ま
る
時
間
で
あ
っ
た
。

　
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を

担
う
新
た
な
教
師
の
学
び
の
実
現
に

向
け
て（
審
議
ま
と
め
）」で
は
、「
主

体
的
な
教
師
の
学
び
」、「
個
別
最
適

な
教
師
の
学
び
」、「
協
働
的
な
教
師

の
学
び
」
と
い
っ
た「
新
た
な
教
師

の
学
び
の
姿
」が
示
さ
れ
た
。「
協
働

的
な
教
師
の
学
び
」
と
し
て
は「
同

一
校
種
の
他
の
学
校
の
教
師
、
別
の

学
校
種
の
教
師
な
ど
日
常
的
に
接
す

る
機
会
が
少
な
い
教
師
と
の
協
働
的

な
学
び
は
、
対
話
を
通
じ
て
、
他
の

教
師
の
教
育
実
践
を
傾
聴
し
た
り
、

自
ら
の
教
育
実
践
を
振
り
返
っ
た
り

す
る
こ
と
で
自
ら
の
経
験
を
再
構
成

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
専
門
職
と

学
び
続
け
る
教
師
と
し
て

学
び
続
け
る
教
師
と
し
て

盛
岡
市
教
育
研
究
所
　
所
長
　

盛
岡
市
教
育
研
究
所
　
所
長
　
小
　
林
　
　
　
満

小
　
林
　
　
　
満
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し
て
の
教
師
の
成
長
が
よ
り
深
化
し

て
い
く
。」と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
教
師
は
学
び
続
け
る
存
在
で
あ
る

こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
研

究
所
研
究
発
表
大
会
を
盛
岡
市
の
先

生
方
の
協
働
的
な
学
び
の
場
と
し
、

ぜ
ひ
主
体
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
調

査
研
究
を
各
校
の
教
育
活
動
に
還
元

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
専
門
研
究
員
の
先
生
方
は
学
校
に

足
を
運
ぶ
な
ど
し
て
着
実
に
調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
。
私
も
頼
も
し
い

先
輩
方
の
よ
う
に
盛
岡
の
教
育
に
尽

力
し
た
い
。

こずかた写真館 56
幼児ことばの教室

「ペアレント・トレーニング」

　ペアレント・トレーニングとは、保護者が子どもの行動を理解して、
より適切な接し方をするための練習プログラムです。子どもの良いと
ころを見つけ、理解を深め、親と子のより良いコミュニケーションで
楽しく家庭生活ができるようにするためのものです。
　７年度前期は、５/ ８、20、６/ ５、18、７/ ４、16に開催します。
保護者だけではなく保育士等、子育てに関心のある方々が参加してく
ださっています。

【問合せ先】幼児ことばの教室（桜城小・佐々木）（杜陵小・谷地田）
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盛
岡
市
教
育
振
興
推
進
委
員
会
総
会
・
講
演
会

盛
岡
市
教
育
振
興
推
進
委
員
会
総
会
・
講
演
会

　
盛
岡
市
の
教
育
振
興
運
動
は
、
今
年
度
60
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
市
民
運
動
で
す
。
ま
た
、
第
12
次

５
か
年
計
画
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。

　
実
践
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
、
運
動
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
場
、
そ
し
て
研
修
の
場
と
し
て
、

令
和
７
年
５
月
20
日（
火
）、都
南
文
化
会
館（
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
）に
て
、盛
岡
市
教
育
振
興
推
進
委
員
会
総
会・

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
大
学
　
副
学
長
　
宮
川
　
洋
一
　
教
授
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
今
求
め
ら
れ
て
い

る
情
報
活
用
能
力
と
情
報
モ
ラ
ル
」と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
総
会
は
、
学
校

関
係
者
を
は
じ
め
、
様
々
な
立
場

の
地
域
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
249

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
盛
岡
市
教
育
振
興
運

動
事
業
の
報
告
の
後
、
令
和
７
年

度
盛
岡
市
教
育
振
興
運
動
事
業
計

画
、
中
学
生
社
会
参
加
活
動
促
進

事
業
、
令
和
７
年
度
推
進
委
員
会

役
員
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
全

て
の
議
題
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
岩
手
大
学　

副
学
長

宮
川
洋
一
教
授
に
よ
る
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。「
情
報
メ
デ
ィ
ア

と
の
共
生
」
は
、
盛
岡
市
教
育
振

興
運
動
の
重
点
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
学
校
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
住
民
や
市
議
会
議
員
等

が
参
加
す
る
総
会
で
、
情
報
活
用

能
力
は
自
分
の
考
え
を
形
成
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

で
あ
る
こ
と
や
、
児
童
生
徒
を
取

り
巻
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
現
状
や
そ

の
利
用
実
態
を
知
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
講
演
の
中
で
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
様
か
ら
は
、「
非
常
に
学
び
の

多
い
講
演
内
容
だ
っ
た
。
児
童
生

徒
が
情
報
活
用
能
力
を
高
め
て
い

く
た
め
に
、
今
が
指
導
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
感
じ
た
。」「
情
報
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
現
状
を
し
っ
か
り
と

捉
え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
の
仕
方
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」
等
、

高
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
盛
岡
の

子
」
を
育
む
た
め
に
必
要
な
地

域
・
学
校
・
家
庭
・
子
ど
も
・

社
会
の
五
者
の
連
携
に
つ
い
て
、

再
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

10
月
か
ら
、
今
年
度
の
割
当

と
な
っ
て
い
る
６
地
区
の
地
区

別
集
会
が
始
ま
り
、
２
月
７
日

（
土
）
に
は
実
践
発
表
大
会
を
マ

リ
オ
ス
で
行
う
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
盛
岡
市
の
教
育
振
興

運
動
事
業
へ
の
、
御
支
援
・
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役 職 所属・団体 所属団体での役職 氏　　名

会　長 盛岡市教育委員会 前教育長 千　葉　仁　一

副会長 盛岡市町内会連合会 会長 小枝指　好　夫

副会長 盛岡市防犯協会 副会長 大　畑　正　二

副会長 盛岡市 PTA 連合会 会長 藤　田　健一郎

副会長 盛岡市小学校長会 会長（北松園小学校長） 有　馬　　　賢

副会長 盛岡市中学校長会 会長（土淵中学校長） 及　川　公　子

【令和７年度地区別集会実施予定】
地区（発表学校区） 日　時 会　場
第Ⅰ地区集会
〇仙北小学校区

11月15日（土）
10:00～11:30 仙北小学校

第Ⅱ地区集会
〇大新小学校区
〇城西中学校区

11月８日（土）
10:00～11:30 城西中学校

第Ⅳ地区集会
〇松園中学校区
〇北松園中学校区

11月１日（土）
13:00～14:30 松園地区公民館

第Ⅴ地区集会
〇杜陵小学校区
〇大慈寺小学校区

10月11日（土）
10:00～11:30 盛岡劇場

第Ⅵ地区集会
〇見前小学校区
〇羽場小学校区
〇見前中学校区

10月４日（土）
9:30～11:00

都南文化会館
（キャラホール）

第Ⅶ地区集会
〇巻堀小学校区
〇好摩小学校区
〇巻堀中学校区

11月９日（日）
10:00～11:30 姫神ホール

第Ⅲ地区集会 令和７年度　発表なし【宮川教授による講演会の様子】
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本
市
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力

を
育
成
す
る
た
め
に
、「
全
て
の
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

授
業
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
令
和

７
年
度
の
学
力
向
上
推
進
事
業（
図

１
）を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
重
点
取
組
は
、「『
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善
」
で
す
。
日
常

の
授
業
改
善
を
通
し
て
、
指
導
者
で

あ
る
教
師
の
授
業
力
向
上
を
目
指

す
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

令
和
７
年
度

学
力
向
上
推
進
会
議

　
過
日
開
催
し
た「
令
和
７
年
度
学

力
向
上
推
進
会
議
」
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
の
本
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
し
、「
日
常
的
な
授
業
改
善
」に

向
け
た「
盛
岡
市
授
業
改
善
シ
ー
ト

（
図
２
）」
及
び「
授
業
改
善
強
化
週

間
」
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
ま

し
た
。

　
「
盛
岡
市
授
業
改
善
シ
ー
ト
」
は
、

全
て
の
教
員
が
、「
子
ど
も
を
主
語
」

に
し
た
授
業
改
善
が
で
き
る
よ
う

に
、
市
教
委
で
作
成
し
た
シ
ー
ト
で

す
。「
構
想
す
る
」「
授
業
を
す
る
」「
振

り
返
る
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
い
け
る
よ
う
、
有
効
に
御
活

用
く
だ
さ
い
。

　
演
習
・
協
議
の
時
間
に
は
、「
授

業
改
善
シ
ー
ト
」
を
用
い
て
、
自
校

の
授
業
を
振
り
返
り
、
今
年
度
の
授

業
改
善
強
化
週
間
で
の
取
組
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
協
議
を
し
ま
し
た
。

　
協
議
で
は
、
授
業
改
善
を
通
し
た

学
力
向
上
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
強
化
週
間
に
合
わ
せ
て
改
善

シ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
全

員
が
よ
い
授
業
像
を
も
っ
て
互

見
授
業
を
実
施
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

○
校
内
研
究
会
の
研
究
授
業
に
お

い
て
授
業
づ
く
り
の
段
階
で
指

導
主
事
の
訪
問
事
業
を
活
用
し

て
い
る
。

○
中
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
像

を
共
有
し
、
学
習
規
律
等
を
擦
り

合
わ
せ
、
授
業
改
善
に
役
立
て
て

い
る
。

　
演
習
・
協
議
で
得
た
ア
イ
デ
ィ
ア

を
参
考
に
、
各
学
校
で
の
授
業
改
善

を
通
し
た
学
力
向
上
の
取
組
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
　
盛
岡
市
学
力
向
上
推
進
事
業
に
つ
い
て

「
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
授
業
の
実
現
」へ

授
業
改
善
を
通
し
た
学
力
向
上
へ
の
取
組
推
進

【図１】盛岡市学力向上推進事業概要図

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
見
据
え
た﹁
授
業
改
善
﹂を

　

令
和
６
年
12
月
、
中
央
教
育
審

議
会
諮
問
が
あ
り
、
次
期
学
習
指

導
要
領
の
策
定
に
向
け
た
動
き
が

で
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
初
等
中
等
教
育
に
つ
い

て
、「
習
得
し
た
知
識
を
現
実
の
事

象
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
は
扱
え
な
い
概
念
と
し

て
の
知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解

を
す
る
こ
と
、自
分
の
考
え
を
持
ち
、

根
拠
に
基
づ
い
て
他
者
に
明
確
に

説
明
す
る
こ
と
、
自
律
的
に
学
ぶ
自

信
が
あ
る
生
徒
が
少
な
い
こ
と
等
」

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
理
念
に
立
ち

返
り
、「
主
体
的
・
対
話
的
な
深
い

学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

を
進
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
子
ど
も
た

ち
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が

り
、
ひ
い
て
は
本
市
全
体
の
学
力
向

上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

い
え
ま
す
。

　
改
め
て
、
今
年
度
の
盛
岡
市
学
力

向
上
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
各
学
校

で
の
組
織
的
な
取
組
の
推
進
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

番
　
号

分
　
類

項　　目 教師の授業改善の実施例 評価

１ 授
業
を
構
想
す
る

指導事項の明確化

　学習指導要領を基に、単元や本時でのねらい・指導事項を、
教師が設定している。

２
　子どもの実態を基に、教師が教えることと、子どもが考え
ることを明確にして、 授業構想している。

３
育成を目指す
　　　子どもの姿の具体

　単元末や本時で、子どもが何をできるようになればよいか、
具体の姿（記述、発言等）で教師がイメージをもっている。

４

授
業
を
す
る

子どもの気付きなどを
　　 　生かした学習課題

　子どもの気付きや考えから問いを引き出すなどして、教師
と子どもで学習課題を設定している。

５
教師と子どもの
　　　ゴールの共有

　単元や本時で、何ができるようになればよいかなどのゴー
ルを教師と子どもが共有している。

６ 子どもの自己選択・自己決定
　子どもが自己選択したり、自己決定したりする機会を、教
師が設定している。

７ 学びの充実につながる対話 　学びの充実につながる対話の機会を、教師が設定している。

８

ＩＣＴ端末の活用

　学習活動や指導事項に応じて、子どもがＩＣＴ端末を自分
で選択して使えるように、教師が指導している。

９
　資料の提示、交流・共有、保存、学習履歴の蓄積など、教
師が効果的にＩＣＴ端末を使っている。

10 思考を揺さぶる発問
　子どもの授業中の言葉を用いるなどして、学習課題の解決
に迫る発問を教師が行っている。

11 学びの自覚化
　自分のことばで説明したり、意図的な表現をしたりするな
ど、子どもがわかったことや疑問などの学びを自覚する機会
を、教師が設定している。

12
授
業
を

　
　
振
り
返
る

指導と評価の一体化

　教師が授業後に、自分の授業を振り返る機会を設定してい
る。子どもの姿、子どもの振り返り、互見授業、授業動画など）

13
　教師が自分の指導を振り返った後に、次の授業に生かそう
としている。

　　　◎：よくできた　　　　○：できた　　　　 △：もう少し 　　　　※：必要がなかった

　「子どもを主語」にするために、教師が日常的に授業
改善を図る目的のシートです。これを参考として、各校、
各学校区、各教員で、子どもの実態に応じてカスタマイ
ズし、御活用ください。

盛岡市授業改善シート

【図２】盛岡市授業改善シート
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よ
う
こ
そ
！
﹁
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
﹂へ

〜
子
ど
も
も
︑
保
護
者
も
︑
先
生
も
〜　

仙
北
教
室
で
は
、
５
月
２
日

（
金
）
に「
春
の
遠
足
」
を
行
い
ま

し
た
。
鉈
屋
町
散
策
の
後
、
八
幡

宮
を
参
拝
し
、「
や
お
や
さ
さ
き
」

や
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
局
を
見
学
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
９
名
の
子
ど

も
た
ち
は
、
友
だ
ち
と
の
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
た
り
、
働
く
人
の
思

い
に
触
れ
た
り
と
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
足

の
際
は
路
線
バ
ス
を
利

用
す
る
の
も
、  

子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
５
月
15
日（
木
）は
、

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
ピ

ザ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
生
地
を
一
生
懸
命

こ
ね
て
、
初
め
て
自
分

で
焼
い
た
ピ
ザ
の
味
は

格
別
。
教
室
中
に
笑
顔

が
溢
れ
ま
し
た
。

　
両
教
室
と
も「
春
の
遠

足
」「
調
理
実
習
」「
美
術

教
室
」
等
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
体
験
活
動
を
行
っ

　
本
市
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で

あ
る「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

し
、
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験

活
動
等
を
と
お
し
て
、
自
分
た
ち

の
居
場
所
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

自
己
有
用
感
を
高
め
、
自
立
し
て

生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
専
門
指
導

員
と
教
育
相
談
員
が
日
々
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
２
か
所（
青
山
教
室
・

仙
北
教
室
）
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
、
学
習
や
運
動
な
ど
に

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
６
年
度
発
行
155
号
で
は
、「
ひ
ろ

ば
モ
リ
ー
オ
」
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
と
、
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。本
号
で
は
、

各
教
室
の
体
験
活
動
等
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
特
に
青
山
教
室

で
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
大

切
に
し
て
お
り
、
毎
日
、
体
育

の
時
間
を
設
定
し
、
み
ん
な
で

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
先
生
も
加
わ
り
、

学
年
問
わ
ず
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
時
間

い
っ
ぱ
い
試
合
で
汗
を
流
し
ま

す
。
ミ
ス
を
し
て
悔
し
が
っ
た

り
、
勝
っ
て
大
喜
び
を
し
た

り
、
友
だ
ち
の
好
プ
レ
イ
に
驚

い
た
り
、
笑
い
合
っ
た
り
。
運

動
を
通
し
て
感
情
を
分
か
ち
合

え
る
、
心
地
よ
い
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
山
教
室
内
に
は
、

大
き
な
世
界
地
図
が
掲
示
さ

れ
て
お
り
、
地
球
儀
に
も
触

れ
な
が
ら
、
国
名
ク
イ
ズ
や

位
置
調
べ
を
先
生
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
モ
リ
ー
オ
に
は
、
見

学
を
希
望
す
る
親
子
や
学
校

の
先
生
が
た
く
さ
ん
訪
れ
て

い
ま
す
。
通
級
し
て
い
る
子

ど
も
に
会
い
に
来
て
く
れ
る

担
任
の
先
生
や
校
長
先
生
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
各
教
室
に
連
絡
い
た
だ

き
、
日
程
が
調
整
で
き
れ
ば
、

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
来
室

い
た
だ
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
、お
い
で
く
だ
さ
い
、

﹁
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
﹂
へ
！

仙北教室 「春の遠足～鉈屋町散策～」

仙北教室 「フライパンでピザ作り！」

青山教室 「毎日体育！バドミントン！」

青山教室 ～ 「世界」 を学ぼう～

講
師
の
先
生
た
ち
と
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ら
か
ん
公
園
で
お
弁
当
を
食
べ
た

後
、
み
ん
な
で
盛
岡
八
幡
宮
を
参
拝

し
ま
し
た
。
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「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
の
推
進
」
に
向
け
て

「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」サ
テ
ラ
イ
ト
分
室
の
設
置

　

本
市
で
は
、
自
分
の
教
室
で
過

ご
す
こ
と
に
困
難
さ
を
感
じ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
、
校
内
の
教
室

以
外
の
場
所
で
学
習
支
援
や
心
の

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

拡
充
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
校
に
苦
し
さ
を
感
じ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
以

外
の
場
所
で
適
切
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
前
頁
で
紹
介
し
た

「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
中
に
は
、
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
や「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー

オ
」
に
通
う
こ
と
が
困
難
な
子
ど

も
や
登
校
し
て
す
ぐ
に
下
校
す
る

（
い
わ
ゆ
る「
タ
ッ
チ
登
校
」）
子

ど
も
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
の「
居
場
所
」
を
保
障
す

る
た
め
に
、
７
年
度
か
ら「
サ
テ

ラ
イ
ト
分
室
」を
開
室
し
ま
し
た
。

通
い
や
す
い
場
所
、
通
い
や
す
い

時
間
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
内

４
つ
の
公
民
館（
中
央
公
民
館
・

西
部
公
民
館
・
松
園
地
区
公
民
館
・

見
前
地
区
公
民
館
）
に
設
置
し
、

申
込
な
く
、
好
き
な
時
間
だ
け
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

分
室
で
は
、
各
公
民
館
の
社

会
教
育
指
導
員
兼
専
門
支
援
員

と「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
教
育
相

談
員
等
が
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
末
現
在
で
、
の
べ
13
名
の

利
用
が
あ
り
、
継
続
利
用
は
、
予

定
も
含
め
３
名
で
す
。
利
用
者
の

中
に
は
、
自
分
で
学
習
道
具
を

持
っ
て
き
て
、
分
室
の
先
生（
教

育
相
談
員
・
専
門
支
援
員
）
と
学

習
に
取
り
組
む
子
ど
も
も
い
れ

ば
、
遊
び
た
い
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

持
っ
て
き
て
、
分
室
の
先
生
と
一

緒
に
遊
ぶ
子
ど
も
も
い
ま
す
。
見

学
で
訪
れ
た
親
子
が
、
分
室
の
ト

ラ
ン
プ
で
遊
ん
で
い
っ
た
り
、
子

ど
も
が
分
室
の
ぬ
り
絵
に
取
り
組

ん
で
い
る
間
、
保
護
者
が
教
育
相

談
を
行
っ
た
り
等
、
利
用
の
仕
方

は
様
々
で
す
。

　

子
ど
も
の
状
況
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が
ら
、
学
習
の

支
援
や
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

分
室
を
利
用
し
た
日
は「
指
導

要
録
上
の
出
席
扱
い
」
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
利
用
状
況（
日

数
や
時
間
、
活
動
内
容
等
）
に
つ

い
て
は
学
校
と
情
報
共
有
し
、
支

援
方
針
に
つ
い
て
共
通
理
解
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

【中央分室】（中央公民館）
　・村　田　和　代　先生
　・吉　田　竜二郎　先生
　・泉　澤　　　毅　先生
　・中　村　幸　子　先生
【西部分室】（西部公民館）
　・後　藤　良　子　先生
　・佐々木　英　幸　先生
　・竹　花　正太郎　先生
【松園分室】（松園地区公民館）
　・中　村　雅　彦　先生
【見前分室】（見前地区公民館）
　・髙　橋　　　徹　先生

　　
・大林　裕明　教育相談員（西部・松園）
・田山　英治　教育相談員（中央・見前）
・阿部　真一　専門研究員（松園）　
・山下るり子　所長補佐　（４分室）

「ひろばモリーオ」教育相談員等

社会教育指導員兼専門支援員

～ 各分室の先生方 ～
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春
の
穏
や
か
な
光
に
照
ら
さ
れ

一
層
美
し
く
咲
き
誇
る
し
だ
れ
桜

に
囲
ま
れ
た
盛
岡
先
人
記
念
館

で
、
４
月
30
日（
木
）
に「
令
和

７
年
度
盛
岡
市
教
育
委
員
会
初
任

者
研
修
」を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、
一
人
ず
つ
、

意
気
込
み
等
を
交
流
す
る「
自
己

紹
介
」
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
長
い
教
員
人
生
を
共

に
歩
む「
同
期
」
と
な
る
皆
さ
ん
。

親
睦
を
深
め
、固
い
絆
で
支
え
合
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
講
話「
盛
岡
市
の
教
育
」
で
は
、

多
田
教
育
長
か
ら
、
教
諭
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
岩
手
県
教
委
時
代

の
東
日
本
大
震
災
の
対
応
、
盛
岡

の
先
人
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
御

自
身
の
経
歴
を
踏
ま
え
な
が
ら
の

お
話
を
伺
い
、
改
め
て
教
師
の
魅

力
、
使
命
、
心
構
え
に
つ
い
て
自

覚
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

説
明「
盛
岡
市
の
学
校
教
育
の

推
進
・
充
実
に
向
け
て
」
で
は
、

学
力
向
上
の
推
進
、
体
力
向
上
の

推
進
、
生
徒
指
導
の
充
実
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
共

通
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

　

午
後
は「
盛
岡
の
先
人
教
育
」

に
つ
い
て
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館

鈴
木
美
成
館
長
よ
り
講
話
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
館
内
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
学
芸
員
の
方
に
説
明

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
渡
戸
稲

造
、
金
田
一
京
助
、
米
内
光
政
ら

盛
岡
の
先
人
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
や
振
り
返
り
の
中

で
、
多
く
の
先
生
方
か
ら

「
学
び
続
け
る

　
　
　
　
教
師
で
あ
り
た
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
頼

も
し
い
限
り
で
す
。

「
す
べ
て
は

　
　
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
笑
顔
の
た
め
に
」

共
に
心
を
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

盛
岡
市
教
育
委
員
会　
初
任
者
研
修
会

令
和
７
年
度

春
の
穏
や
か
な
光
に
照
ら
さ
れ
一
層
美
し
く
咲

き
誇
る
し
だ
れ
桜
に
囲
ま
れ
た
盛
岡
先
人
記
念

館
で
、
４
月30

日（
木
）に「
令
和
７
年
度

盛
岡
市
教
育
委
員
会　

初
任
者
研
修
」
を
行
い

ま
し
た
。

開
会
行
事
の
後
、
一
人
ず
つ
、
意
気
込
み
等
を

交
流
す
る「
自
己
紹
介
」の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
長
い
教
員
人
生
を
共
に
歩
む「
同

期
」
と
な
る
皆
さ
ん
。
親
睦
を
深
め
、
固
い
絆

で
支
え
合
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

講
話「
盛
岡
市
の
教
育
」
で
は
、
多
田
教
育
長
か

ら
、
教
諭
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
岩
手
県
教
委

時
代
の
東
日
本
大
震
災
の
対
応
、
盛
岡
の
先
人

教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
御
自
身
の
経
歴
を
踏
ま

え
な
が
ら
の
お
話
を
伺
い
、
改
め
て
教
師
の
魅

力
、
使
命
、
心
構
え
に
つ
い
て
自
覚
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

説
明「
盛
岡
市
の
学
校
教
育
の
推
進
・
充
実
に

向
け
て
」
で
は
、
学
力
向
上
の
推
進
、
体
力
向

上
の
推
進
、
生
徒
指
導
の
充
実
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
に
つ
い
て
、
共
通
理
解
を
図
り
ま
し

た
。

午
後
は「
盛
岡
の
先
人
教
育
」
に
つ
い
て
、
盛
岡

市
先
人
記
念
館　

鈴
木
美
成
館
長
よ
り
講
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
館
内
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
学
芸
員
の
方

に
説
明
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
渡
戸
稲
造
、

金
田
一
京
助
、
米
内
光
正
ら
盛
岡
の
先
人
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
や
振
り
返
り
の
中
で
、
多
く
の
先

生
方
か
ら

「
学
び
続
け
る

教
師
で
あ
り
た
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
頼
も
し
い
限
り

で
す
。

「
す
べ
て
は

子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
」

共
に
心
を
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～先人記念館見学後、 桜の木の前で見学グループ毎に写真を撮りました～

◇
桜
城
小
　
杉
村
　
侑
紀

　

子
ど
も
を
第
一
に
、
安
心
で
き

る
環
境
を
整
え
、
共
に
成
長
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
厨
川
小
　
脇
田
　
紀
久
子

　
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
に
還
元
す
る
た

め
に
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
し
ま
す
。

◇
仙
北
小
　
芳
賀
　
想

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
、
自
分
自
身
、
学
び
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
仙
北
小
　
中
澤
　
里
彩

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
と
笑
顔
を

増
や
せ
る
よ
う
に
、
居
場
所
づ
く

り
と
授
業
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

◇
山
岸
小
　
鎌
田
　
あ
す
か

　
児
童
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
姿

勢
を
忘
れ
ず
、
元
気
よ
く
笑
顔
な

先
生
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
山
岸
小
　
岩
間
　
の
ど
か

　
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
す
る
こ

と
の
で
き
る
教
師
を
目
指
し
ま
す
。

◇
中
野
小
　
菅
原
　
樹
実

　
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
楽
し
く
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
全
力
で

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
中
野
小
　
藤
村
　
真
樹

　
子
ど
も
た
ち
が
成
長
を
実
感
で

き
る
よ
う
、自
ら
も
全
力
で
挑
戦・

成
長
し
続
け
る
１
年
に
し
ま
す
。

◇
本
宮
小
　
千
葉
　
愛
佳

　

常
に
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
児
童
と
一
緒
に
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
青
山
小
　
金
野
　
彩
音

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
３
年
生
と
共

に
学
び
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
一

緒
に
成
長
の
１
年
に
し
ま
す
。

◇
青
山
小
　
藤
井
　
優
那

　

何
事
に
も
全
力
で
向
き
合
い
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
合
う

１
年
間
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
上
田
小
　
髙
橋
　
美
侑

　
笑
顔
と
謙
虚
な
気
持
ち
を
大
切

に
し
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

フレッシュ先生の紹介
～　今後の抱負を伺いました　～
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◇
緑
が
丘
小
　
前
原
　
昭
太

　

子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
伸
ば
せ
る

よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

◇
太
田
東
小
　
上
野
　
永
遠

　

先
生
方
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

学
び
を
積
み
重
ね
て
、
安
心
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
を
頑
張
り
ま
す
。

◇
太
田
東
小
　
菅
原
　
優
紗

　
子
ど
も
た
ち
の
周
り
の
環
境
を

工
夫
し「
で
き
る
・
楽
し
い
」
が

増
や
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
城
北
小
　
小
林
　
彪
雅

　
子
ど
も
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
、今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

１
年
間
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。

◇
城
北
小
　
笹
平
　
志
保
子

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
、
一
人
一
人
を
丁
寧
に

見
て
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

◇
大
新
小
　
道
下
　
瑞
葵

　

子
ど
も
た
ち
と
全
力
で
考
え
、

全
力
で
学
び
、
全
力
で
遊
び
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
で
す
。

◇
大
新
小
　
佐
藤
　
大
和

　
担
任
か
ら
学
び
続
け
る
姿
勢
を

示
し
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
影
響

を
与
え
ら
れ
る
先
生
に
な
り
ま
す
。

◇
松
園
小
　
千
葉
　
香
穂

　
明
る
く
素
直
な
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
温
か

い
ク
ラ
ス
を
つ
く
り
ま
す
。

◇
月
が
丘
小
　
田
髙
　
悠
里

　

子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
、
子

ど
も
た
ち
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
高
松
小
　
熊
谷
　
由
貴

　

子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
自

分
の
良
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
焦
ら
ず
頑
張
り
ま
す
。

◇
東
松
園
小
　
小
幡
　
国
男

　

盛
岡
、
岩
手
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
に
、精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
見
前
小
　
長
谷
川
　
歌
音

　

常
に
学
び
続
け
る
姿
勢
を
も

ち
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と
真

剣
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

◇
飯
岡
小
　
福
士
　
涼

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
、

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

成
長
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
羽
場
小
　
山
根
　
愛
絵

　

毎
日
、
子
ど
も
た
ち
と
笑
い
合

い
、
成
長
で
き
る
よ
う
、
努
力
と
笑

顔
を
大
切
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

◇
永
井
小
　
篠
畑
　
は
づ
き

　

学
び
続
け
る
姿
勢
を
大
切
に

し
、
素
直
で
元
気
な
子
ど
も
た
ち

と
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

◇
手
代
森
小
　
山
下
　
稔
弘

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
元
気
に

学
校
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
学
級
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

◇
津
志
田
小
　
照
井
　
陽
道

　

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成
長
す
る

１
年
に
し
て
い
き
ま
す
。

◇
津
志
田
小
　
佐
々
木
　
奏
来

　

何
事
に
も
真
摯
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
向
中
野
小
　
豊
田
　
琉
聖

　
自
分
も
児
童
も
一
緒
に
学
ん
で

い
け
る
よ
う
に
何
事
に
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

◇
向
中
野
小
　
佐
々
木
　
優
海

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
目
指

し
、
何
事
も
学
び
続
け
る
姿
勢
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
下
小
路
中
　
吉
田
　
大
将

　

生
徒
と
共
に
学
校
を
楽
し
み
、

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

授
業
を
目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
。

◇
下
小
路
中
　
松
場
　
柊
子

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て

学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
学
級
づ

く
り
に
励
み
ま
す
。

◇
厨
川
中
　
佐
久
間
　
優
衣

　
子
ど
も
た
ち
と
共
に
何
事
に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
成
長

す
る
１
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
厨
川
中
　
松
山
　
桃
果

　

常
に
学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ

ず
、
生
徒
を
第
一
に
し
た
授
業
や

学
級
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◇
上
田
中
　
杉
本
　
一
晟

　
何
事
に
も
全
身
全
霊
で
取
り
組

み
、
力
を
つ
け
て
い
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

◇
河
南
中
　
岩
田
　
崇

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
生
徒
た
ち
と

共
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。

◇
河
南
中
　
前
田
　
美
桜

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
生
徒
に
寄
り

添
い
、
生
徒
と
共
に
成
長
で
き
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◇
仙
北
中
　
吹
上
　
諒
真

　

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

級
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
仙
北
中
　
石
塚
　
茉
紘

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
真

剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
毎
日
を

大
切
に
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

◇
米
内
中
　
須
合
　
宥
太

　

先
輩
や
研
修
で
学
び
を
深
め
、

盛
岡
市
の
教
員
と
し
て
、
資
質
・

能
力
の
向
上
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
土
淵
中
　
古
澤
　
菜
々
美

　

子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
日
々
学

び
な
が
ら
楽
し
く
分
か
り
や
す
い

授
業
づ
く
り
を
心
が
け
ま
す
。

◇
土
淵
中
　
渡
部
　
希
沙

　

何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

み
、
生
徒
と
向
き
合
い
、
共
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◇
黒
石
野
中
　
能
登
　
一
摩

　

分
か
ら
な
い
こ
と
は
沢
山
聴

き
、
学
校
現
場
で
早
急
に
力
に
な

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
城
東
中
　
佐
藤
　
開

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
何
事

に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
共
に
成

長
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
北
陵
中
　
菊
池
　
貫
太

　

学
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た

め
、
自
身
も
楽
し
く
授
業
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
北
陵
中
　
田
口
　
晃
多

　
「
笑
顔
・
元
気
」
を
意
識
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
で
き
る

よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

◇
松
園
中
　
中
村
　
美
月

　
生
徒
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
常
に
謙
虚
に
、
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

◇
見
前
中
　
白
藤
　
健
太
郎

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
第
一
に

考
え
、
成
長
を
ね
ら
っ
た
言
動
を

常
に
心
が
け
ま
す
。

◇
見
前
中
　
菅
野
　
桜

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
見
捨
て
ず

に
向
き
合
い
、
生
徒
と
主
に
成
長

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◇
乙
部
中
　
浅
利
　
健
太

　
一
つ
一
つ
丁
寧
に
行
う
こ
と
を

心
掛
け
、
強
い
意
志
と
想
い
を

も
っ
て
、全
力
で
駆
け
抜
け
ま
す
。

◇
見
前
南
中
　
伊
藤
　
凜
大

　

生
徒
た
ち
も
私
も
１
年
生
で

す
。
生
徒
た
ち
と
共
に「
初
め
て
」

に
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
北
松
園
中
　
宇
口
　
巧
真

　

何
事
も
全
力
で
取
り
組
み
、
生

徒
、
教
員
、
保
護
者
か
ら
信
頼
さ

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
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が

き

あ

と

▼
母
親
の
後
ろ
に
隠
れ
、
怯
え
な
が

ら
サ
テ
ラ
イ
ト
分
室
を
訪
れ
る
子

ど
も
。
会
話
や
遊
び
を
通
し
て
徐
々

に
そ
の
子
ら
し
い
キ
ラ
キ
ラ
と
し

た
笑
顔
が
戻
る
。「
推
し
」や「
趣
味
」

の
話
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。
あ
る

歌
を
口
ず
さ
み
「
体
育
祭
で
歌
っ
た

の
」
と
呟
く
。
少
し
視
線
を
落
と
し

た
。「
眼
聴
耳
視
」
の
心
で
寄
り
添

い
続
け
た
い
。
▼
多
く
の
大
人
た
ち

が
そ
う
願
う
、
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
各
研
修
会
に
多
く
の
教

師
や
保
護
者
が
集
う
、
す
べ
て
は
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
と
。
決

し
て
小
手
先
や
技
術
で
は
な
い
、「
子

ど
も
を
知
ろ
う
」
と
す
る
愛
情
の
深

さ
を
再
確
認
す
る
場
と
も
な
る
。
▼

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
び
続
け

る
こ
と
は
、
自
分
の
あ
り
よ
う
を
問

い
続
け
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
さ
に

自
身
の
人
間
性
を
錬
磨
し
て
い
く

道
で
あ
る
と
言
え
ま
い
か
。
諸
先
輩

方
の
教
え
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を

考
え
、
不
易
の
心
を
守
る
べ
く
流
行

の
取
り
入
れ
を
柔
軟
に
行
え
る
初

任
の
先
生
方
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は

多
い
。
▼
巻
頭
言
の
「
教
師
は
学
び

続
け
る
存
在
」
と
い
う
言
葉
を
肝
に

銘
じ
た
い
。
学
び
続
け
る
た
め
の
資

質
・
能
力
を
持
ち
あ
わ
せ
、
姿
勢
を

示
し
、
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
意
義
と

し
て
自
覚
的
に
人
間
性
を
磨
き
高

め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
。

◆　期　日　令和７年７月31日㈭、8月１日㈮、※特設講座　７月30日㈬
◆　参加者　市内保育所 ( 園 )･ こども園 ･ 幼稚園 ･ 小学校 ･ 中学校教職員のうち受講を希望する者
◆　日程及び内容【会場】

今
年
度
、
研
究
員
研
究
、
委
託
研
究
、
専
門
研
究
員
研
究
、
合

わ
せ
て
10
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
研
究
事
業
】

盛岡市教育研究所　公開講座の御案内

【１日目（7月31日㈭）】
9：30 9：45 9：50  11：50 13：00 13：15 13：20 15：20

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
① 情報リテラシー講座　※悉皆 【オンライン】
② 教育相談基礎講座　※悉皆 【都南公民館】
③ 盛岡の先人ウォーク体験講座 【屋　　　外】
④ 特別支援教育講座Ⅰ 【都南公民館】

休　
　
憩

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
⑤ ICT 活用講座（デジタル教科書・小学校英語） 【オンライン】
⑥ 小・中体育実技講座 【西部公民館】
⑦ 幼・保・小接続を意識した幼児教育講座 【都南公民館】
⑧ 石川啄木講座　 【啄木記念館】

【２日目（8月1日㈮）】
9：30 9：45 9：50  11：50 13：00 13：15 13：20 15：20

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
⑨ ICT 活用講座（デジタルドリル） 【オンライン】
⑩ 小・中授業づくり講座（道徳）　　　　　　【都南公民館】
⑪ 盛岡の先人講座 【先人記念館】
⑫ コミュニティ・スクール講座 【都南公民館】

休　
　
憩

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
⑬ ICT 活用講座（デジタル教科書・算数・数学） 【オンライン】
⑭ ICT 活用講座（デジタル教科書・中学校外国語）【オンライン】
⑮ 生徒指導講座（不登校）  【都南公民館】
⑯ 特別支援教育講座Ⅱ 【都南公民館】

【特設講座（7月30日㈬）】

※オンライン講座以外の講座は、定員を超える申込みがあった場合、抽選とさせていただく予定です。
※当公開講座についてのお問い合わせは、教育研究所：佐藤までお願いいたします。 ℡ 651-4110（内 7335）

（講師、非常勤講師等を含む。）

⑰　思春期講演及び思春期保健教室　※（10：30～12：00）　　【都南公民館】

⑱　自殺予防教育講座　　　　　　　　（13：20～16：00）　　【都南公民館】

専　門　研　究　員　研　究

１　児童生徒の不登校対策に
　関する研究

阿　部　真　一　専門研究員　

２　小中学校におけるＩＣＴ
　活用に関する研究

佐々木　秀　一　専門研究員　

３　特別支援教育に関する研究 杉　本　光　生　専門研究員　

委　託　研　究

１　学校教育相談に関する実
践研究

盛岡市教育相談事例研究会
　盛岡市立北松園小学校

２　小中学校におけるキャリ
ア教育の在り方に関する実
践研究

キャリア教育研究会
　盛岡市立仙北中学校
　盛岡市立仙北小学校
　盛岡市立向中野小学校

３　学校における盛岡の先人
教育の実践研究

先人教育委託研究会
　盛岡市立渋民中学校区

研　究　員　研　究

１　算数・数学科における実践
　研究

２　中学校外国語科における
　実践研究

３　小中学校における「体力
　向上」に関する実践研究

４　小中学校におけるＩＣＴ
　活用に関する実践研究

高　橋　美　緒　（上田小）
佐　藤　久美子　（土淵小）
八重樫　舞　果　（見前南中）
富　谷　昌　行　（城西中）

八重樫　千　晶　（仙北中）
竹　原　祝　子　（松園中）
藤　田　和　也　（下小路中）
小　野　　　建　（乙部中）

千　葉　貴　大　（緑が丘小）
井　上　陽　仁　（津志田小）
舘　林　啓　二　（大宮中）
佐々木　　　航　（厨川中）

仁王小学校
下橋中学校
向中野小学校
城東中学校


